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ゲストスピーカーをむかえて他地域での取り

組みを共有

2022年10月22日（日）に、三田駅前のキッピーモール

にて、松が丘小学校区のこれからのまちづくりについて、

地域住民が自由に話し合う市民談義を開催しました。 市

民談義では、おふたりのゲストスピーカーを招き、他地域

でのまちづくりの事例についての話を聞き、その後、参加

者全員で意見交換を行いました。

ひとりめのスピーカーは、神戸市西区井吹台自治会連合

会会長の坂本津留代さんです。坂本さんのお話で、井吹

台では阪神淡路大震災を経験して「災害時は自分たちで

動かないと」という意識が醸成されたとのことでした。その

後は、市民リーダー研修を地域住民が自前で開催して人

材を育成しています。自治会活動の担い手については、地

域の様々な人に「一緒にやろう」「あなたの力が必要」と

声をかけることが大切だと坂本さんは語りました。また井

吹台では、ジュニアチームをつくって、子どものころから地域活動のなかで大人と触れ合う機会を創出し

ています。そのことが、ふるさと意識を育み、実際にまちに帰ってくる人が多くいるとのことでした。

ふたりめは、志手原校区地域農業を考える会メンバー兼三田市市民活動推進プラザ施設長の清水浩

一さんです。清水さんは、自身が他の地域から志手原に来て農業を営むようになった経験をふまえて、地

域での活動の展開や広報のあり方などについて話しました。清水さんは、農への関わり方には様々な選

択肢があると語ります。また、地域外の人に向けて、その地域に住む魅力的な「人」そのものにフォーカス

をあて、情報を発信しています。そのうえで、地域内外の人が適切に交流する機会を設けることで、農業

や地域活動への考え方が柔軟になり、新しい展開が期待できるようになるとのことでした。

松が丘小学校区のまちの魅力と課題に

ついて意見交換

市民談義の後半は、ゲストスピーカーのおふたりも含

めて、参加者全員で松が丘小学校区の地域の魅力と

課題について、3つのテーブルにわかれて意見交換を

行いました。各テーブルの意見から共通してみられた

のは、「担い手」「地域活動の運営」「環境のよさ」に

ついての意見でした。

地域活動の重要な担い手として、定年退職を機に地

域活動に参加する人が考えられます。また、上の世代

が、農業や地域活動にかかわらず、楽しんでいる姿を

みせることが大切だという意見もありました。地域活動

の運営では、現在すでに行われている取り組みの情報

発信、さらに頑張っている人を表彰する制度の創設が

提案されました。また多くの参加者が地域の魅力とし

て認識していたのが、川や山、公園がある豊かな住環

境です。「地域の花壇がきれいで景観がよい」「川除

の農村景観は活かすことのできる資源」といった意見

もありました。農家や学生ともタイアップしながら、地域

資源を活かしたプロジェクトの推進や、PRを行うことも

今後検討していくことになりました。
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意見交換で出たすべての意見
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